
〇 技術家庭科の底力① 〇 技術家庭科の底力③
金曜、「ＮＩＥタイム（中学生宿題）」の新聞記事 小学部６年の家庭科で、

に『教育ルネサンス～家庭科の底力』という家庭科 裁縫の仕上げとして巾着袋
授業の大切さについて書かれたものを選びました。 作りをしました。ミシン・
横浜国立大学教授・堀内かおるさんは「家庭科は 手縫い・アイロンを駆使し

人生をより良くしていくための視点や判断力を育て てお気に入りが完成！
る」と述べています。子どもたちの感想は、 「掃除の意義・掃除のや
・菜南子＝「小５の補習校時代、配られただけの家 り方」を学ぶ単元では、
庭科の教科書に強く惹かれ、簡単レシピや裁縫に目 「身の回りがきれいだと気
が釘付けとなる。友だちと一緒に人形や鞄を作って 持ちが良い。家族の役割で
は互いに見せ合った。ミシンも友だちの家にあり、 掃除を手伝うことは大切で
そのお母さんのおかげでクオリティーの高いものを ある」と意見を発表してく
作れた。今ももちろん技術家庭科は大好きだ。」 れました。
・彗人＝「小学校の時、裁縫に慣れていない大半の 実践として古タオルをミ
人が先生どうやるのですか？と聞きスムーズに授業 シンで縫い雑巾を作りま
が進まなかった。先生が２人いればよいのにと思っ す。ミシンがけの姿勢が素
た。最近は先生の成り手不足と聞く。技家の先生は 晴らしく、担任の土屋先生
増やしてよいと思う。進む少子化、これからも先生 も参加してくれます。その
が減っていくことが心配だ。」 後、雑巾を使って掃除のコ
・瑛人＝「家庭科は、知っていると生活が豊かにな ツを学び、古歯ブラシとク
ると思う。裁縫の技術を身につければ服を大切に扱 レンザーを使った洗面台磨
い、お金を節約できる。食の栄養を知っていれば、 きも学びました。
健康に生活ができ、病気を減らせる。いらない知識 これで新年が気持ちよく
なんてない。家庭科の知識は、知っているだけで自 迎えられますね。お手伝い
分の人生が変わる。日々いろいろなことを学んでい もはかどる！
きたい。」 〇 ナタウ（クリスマス会）～サンタが来た！～
これまでの実践で、子どもたちの文章力は格段に １２月３日（火）、

上がりました。また、技家の授業を楽しみにしてく PTA主催のナタウを
れることがとてもうれしいです。 音楽室で行いました。
＊記事中の堀内かおるさんは、私が大学３年の時、教育実習 ・ジャンケン列車

で同じグループだった同級生で、小学５年生を５人組で担当し ・ジェスチャーみん
ました。もう一人の仲間・堀田達也くんは現在東京学芸大学教 なでひとつ
授として活躍しています。みんな偉くなったと当時が懐かしく ・ジェスチャー団体
なりました。 タイムで勝負
〇 技術家庭科の底力② のゲームが大盛り上

委員会活動で、正月らしい がり。大人チームの
展示物を作ることになりまし お題「ゴジラ」のマ
た。家庭科の教科書に「文化 ネがよっぽどおかし
を尊重する」「行事を大切に かったのか、子ども
する」ことを学ぶ単元があり、 たちは笑い転げる。
技術科の木工加工で刃物を扱 タイムで勝負は、
う授業とも関連付けることが 大人チームが２秒上
できます。 回り勝ち、子どもた
「門松を作ろう」と子ども ちは本気で悔しそう

たちに問いかけると、「門松 なので勝利を譲って
とは何ですか？」、そこから あげました。
説明が始まります。調べると、 ジングルベルの歌
門松＝年神様を迎える目印 は山本先生のギター
で、邪気が家に入らないよう に合わせて各自のパ
に、玄関など入口の外に左右 ーカッションが効い
一対で置く、とあります。 ている。英語で歌う
ジョアンさんに裏山から竹 練習をした成果があ

を何本も切ってきてもらい、 らわれました。
ポリバケツに土を入れて土台 最後は子どもたち
とします。竹を万力（まんり お待ちかねのプレゼ
き）で固定して切るのですが、 ントをPapai Noel
表面が滑って苦戦すると、通 （サンタクロース）
りがかったフロリアーノさん が運んできました。
が助けてくれます。わらで囲 昼食会でいただい
うのですが、セントロで手に たPanettone（パネ
入れたヤシの葉か何かで編ん トーネ）も美味しく、
だこもを使い、体育館入口に こんなにも笑顔あふ
生える松の枝を活けたら完成 れるクリスマス会と
です。 なったことに感謝で
リオ日学と一人一人の新年 す。今年も無事にこ

が、安全で素晴らしい１年と の日を迎えられた幸
なるように、きっと見守ってくれます。 せを味わいました。
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1年をふりかえり
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ガイドのアニアさん 「なぜ亡くなったと思う」


